
 

 

 

 

 

 

 

 

― 裏 面 に 続 く ― （第１面） 

１． 

【 経 験 業 務 そ の １ 】 (業務実績証明書記載欄の番号を記入) 1  

県 道 ● ● 線  

 

( 1 - 1 )業務の名称 

● ● 県 中 央 東 土 木 事 務 所  

( 1 - 2 )発注者名 

平 成 ２ ７ 年 ４ 月 ～ ２ ７ 年 ８ 月  

( 1 - 3 )履行期間 

 本 業 務 は 、 県 道 の 拡 幅 に 伴 う 農 業 用 排 水 路 の 付 け 替 え

を 行 う こ と に 伴 い 、 こ れ ま で の 用 水 詰 ま り ・ 逆 勾 配 等 に

よ る 問 題 点 を 改 善 す る こ と で 農 業 従 事 者 の 利 便 性 を 改 善

す る も の で あ る 。  

( 2 ) 業 務 の 目 的 

 道 路 ・ 耕 作 地 ・ 排 水 地 点 の 標 高 値 が 近 い た め 、 元 々 用

排 水 勾 配 が 緩 く 、 一 部 は 逆 勾 配 と な っ て い た 。 そ こ で 、

ト ラ ク タ ー の 刃 が 当 た ら な い 高 さ で あ る 、 耕 作 地 か ら 3 0

ｃ ｍ 以 内 に 用 排 水 路 の 壁 高 を 抑 え つ つ 排 水 路 勾 配 を 最 低

0 . 2 ％ 取 れ る よ う に 水 路 計 画 を 行 っ た 。  

( 3 ) 業 務 の 内 容 

 私 は 、 管 理 技 術 者 と し て 主 要 な 打 合 せ に 全 て 参 加 し 、

業 務 の 技 術 的 課 題 や 業 務 実 施 上 の 問 題 点 の 早 期 発 見 ・ 解

決 を 行 う こ と で 円 滑 な 業 務 遂 行 に 寄 与 し た 。  

( 4 ) あなたの果たした役割 

問題Ⅰ 解答用紙 

氏  名  2 0 1 9 年 合 格 論 文  

部 門  

受験番号 

農業土木   



 

 

 

【 経 験 業 務 そ の ２ 】 (業務実績証明書記載欄の番号を記入) 2  

● ● 地 区 農 村 災 害 対 策 ● ● 工 区  

     

( 1 - 1 )業務の名称 

● ● 県 中 央 西 農 業 振 興 セ ン タ ー  

( 1 - 2 )発注者名 

平 成 ２ ７ 年 ９ 月 ～ 平 成 ２ ８ 年 ２ 月  

( 1 - 3 )履行期間 

 本 業 務 は 、 過 去 の 水 害 に よ る 田 畑 流 出 が 起 こ っ た 河 川

に お い て 、 河 積 断 面 確 保 、 護 岸 工 改 良 等 に よ り 流 下 能 力

の 向 上 を 図 る こ と で 再 度 災 害 の 防 止 を 行 い 、 農 村 地 域 の

農 業 経 営 基 盤 強 化 を 目 指 す も の で あ る 。  

( 2 ) 業 務 の 目 的 

 ２ つ の 工 区 の う ち 、1 工 区 に お い て は 河 積 断 面 を 小 さ く

し て い る 原 因 の 巨 岩 等 の 掘 削 を 実 施 す る こ と と し た 。 2

工 区 に お い て は 、 既 存 橋 梁 で は 河 積 断 面 が 確 保 で き な い

た め ボ ッ ク ス カ ル バ ー ト と し 、 根 固 工 ・ ブ ロ ッ ク 積 み に

よ る 護 岸 工 等 を 実 施 す る こ と と し た 。  

( 3 ) 業 務 の 内 容 

私 は 、 担 当 者 と し て 主 要 な 打 合 せ に 全 て 参 加 し 、 業 務

の 技 術 的 課 題 や 業 務 実 施 上 の 問 題 点 の 早 期 発 見 ・ 解 決 を

行 う こ と で 管 理 技 術 者 を 補 佐 し た 。  

( 4 ) あなたの果たした役割 

2． 

【 経 験 業 務 そ の ３ 】 (業務実績証明書記載欄の番号を記入) 3   

● ● 地 区 圃 場 整 備 測 量 設 計  

( 1 - 1 )業務の名称 

● ● 県 ● ● 農 業 振 興 セ ン タ ー  

( 1 - 2 )発注者名 

平 成 ２ ７ 年 ９ 月 ～ ２ ８ 年 ３ 月  

( 1 - 3 )履行期間 

（第２面） 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

問題Ⅰ 解答用紙（その２） 

 本 業 務 は 、 小 区 画 の 現 状 圃 場 を 大 区 画 へ 集 約 し 、 か つ

用 排 水 路 改 良 を 行 う こ と で 、 地 域 の 名 産 果 物 や 米 の 生 産

性 を 向 上 さ せ 、 経 営 基 盤 を 強 化 す る こ と で 農 村 地 域 の 安

定 し た 発 展 に 寄 与 す る も の で あ る 。  

( 2 ) 業 務 の 目 的 

私 は 、 管 理 技 術 者 と し て 主 要 な 打 合 せ に 全 て 参 加 し 、

業 務 の 技 術 的 課 題 や 業 務 実 施 上 の 問 題 点 の 早 期 発 見 ・ 解

決 を 行 う こ と で 円 滑 な 業 務 遂 行 に 寄 与 し た 。  

( 4 ) あなたの果たした役割 

 現 状 1 区 画 あ た り ５ ０ ０ ｍ ２ 以 下 で あ る 小 区 画 の 耕 地

を 、 1 区 画 あ た り ２ ０ ０ ０ ｍ ２ に 集 約 し 、コ ン ク リ ー ト 擁

壁 で 改 良 し た 。 ま た 、 現 在 用 排 水 が 一 緒 に な っ て お り 、

越 水 に よ り 度 々 崩 壊 す る 用 排 水 路 を 用 水 と 排 水 に 分 け 、

コ ン ク リ ー ト 水 路 に 改 良 し た 。  

( 3 ) 業 務 の 内 容 

( 5 ) 技 術上 の 問 題点 と その 対応 

１ ．  圃 場 の 勾 配  

 業 務 場 所 は 山 間 地 で あ り 、 棚 田 状 に な っ て い る 場 所 で

あ っ た 。 そ の た め 、 大 区 画 化 す る に あ た っ て は 切 土 ・ 盛

土 が 多 く な り 、 特 に 元 々 傾 斜 が 急 勾 配 な 圃 場 は 切 土 ・ 盛

土 に 加 え て 用 排 水 ・ 進 入 路 等 大 規 模 工 事 が 必 要 と な る こ

と が 予 想 さ れ た 。 そ の た め 、 地 権 者 に 確 認 し た 上 で 果 物

生 産 に 使 用 す る 圃 場 は ９ ％ 勾 配 と し 、 工 事 費 を 削 減 す る

こ と で 費 用 対 効 果 を 向 上 さ せ た 。  

２ ．  用 排 水 路  

 業 務 箇 所 は 山 間 地 で あ り 、 集 水 地 形 と な っ て い た 。 そ

の た め 、 流 量 計 算 を 行 う と 流 量 が 多 く な り 、 す べ て コ ン

ク リ ー ト 水 路 に 改 修 す る と 費 用 が 過 大 と な る こ と が 予 想

さ れ た 。 そ の た め 、 コ ン ク リ ー ト フ ル ー ム と 2 割 勾 配 の

素 掘 り 部 分 の 複 合 構 造 に し 、2 年 確 率 流 量 は コ ン ク リ ー ト

部 分 で 、 1 0 年 確 率 流 量 は 2 割 勾 配 の 素 掘 り 部 分 で 流 下 さ

せ る こ と と し た 。  

氏  名   

部 門  

受験番号 

 

― 裏 面 に 続 く ― （第３面） 



 

 

 

 

( 6 ) 業 務 の 実 施 上 の 問 題 点 と そ の 対 応 

 圃 場 の 区 画 ・ 用 排 水 の 構 造 ・ 進 入 路 ・ 馬 越 等 構 造 物 の

位 置 ・ 構 造 等 は 地 権 者 と の 相 談 が 必 要 で あ り 、 そ れ ら は

発 注 者 で あ る 県 が ま と め 、 村 役 場 を 通 じ て 地 権 者 と 交 渉

し て も ら う こ と に な っ て い た 。  

し か し 、 災 害 復 旧 時 期 と 重 な っ た た め 、 村 役 場 担 当 者

が 忙 し く 、 地 権 者 と の 交 渉 が 中 々 進 ま な か っ た 。 結 果 と

し て 、 工 期 に 間 に 合 わ な く な る こ と が 予 見 さ れ た 。  

 そ こ で 私 は 、 発 注 者 ・ 村 役 場 担 当 者 に 了 解 を 得 て 、 地

権 者 の 連 絡 先 を 教 え て も ら い 、 同 時 進 行 し て い た 用 地 業

務 に お け る 立 会 の 際 に 地 権 者 と 交 渉 を 行 い 、 圃 場 ・ 構 造

物 等 の 相 談 ・ 了 解 を 得 た 。  

上 記 に よ り 、 圃 場 ・ 構 造 物 ・ 用 排 水 路 の 分 離 や 構 造 等

に お い て 様 々 な 要 望 に 対 し て 細 か な 対 応 が 出 来 、 設 計 業

務 が ス ム ー ズ に 進 行 で き た 。 結 果 と し て 業 務 の 中 断 も 無

く 工 期 内 に 業 務 を 終 了 で き た 。  

  

( 7 ) 上 記 ( 5 ) ( 6 ) の 対 応 に つ い て 、 現 時 点 で の 評 価 

（ ５ ） へ の 対 応 に つ い て は 、 コ ン ク リ ー ト と 素 掘 り の

複 合 構 造 と す る こ と で 、 費 用 対 効 果 向 上 や 通 常 の 降 雨 に

対 す る 流 下 能 力 確 保 が 実 現 で き た と 考 え る 。  

今 後 は 勾 配 や 対 象 確 率 年 に お け る 費 用 対 効 果 の 高 い

構 造 に つ い て 一 覧 表 に し 、 概 略 検 討 時 の 設 計 時 間 短 縮 ・

発 注 者 へ の 説 明 能 力 向 上 の た め に 活 用 し て い き た い 。  

 （ ６ ） の 対 応 に つ い て は 、 待 ち の 姿 勢 で な く 地 権 者 へ

こ ち ら 側 か ら 交 渉 に 向 か っ た こ と 、 予 め 発 注 者 サ イ ド に

受 注 者 が 交 渉 に 向 か う こ と を 地 権 者 へ 連 絡 し て も ら っ

た こ と で 、 ト ラ ブ ル 回 避 ・ 工 期 厳 守 が 実 現 し た の で 、 そ

の こ と に つ い て は 評 価 で き る と 考 え る 。  

改 善 点 と し て は 、 発 注 者 サ イ ド の ス ケ ジ ュ ー ル を 把 握

し て お き 、 予 め 工 期 に 影 響 し そ う な 事 象 の 把 握 に 更 に 努

め て い く こ と が 考 え ら れ る 。          以 上 。          

（第４面） 


